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	 eq \o\ac(□,1)　クリティカル・シンキングって何？
	 eq \o\ac(□,2)　思い込みは禁物！冷静に分析しよう。

	
	 eq \o\ac(□,3)　なぜそう思ったの？
	 eq \o\ac(□,4)　事実かな？話して確かめよう。
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展開
	１．ピア･サポートの意味、中学校1年生の授業で学習することを確認させる。
２．自分の普段の思考や行動の仕方を振り返らせる。
３．よい人間関係を作るためにも、物事をいろいろな角度から見ることが必要であることに
気づかせる。

	活動項目
(所要時間)
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活動内容

	準備物

	1．はじめに (5)
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	復習：予告プリントの復習１
○ﾋﾟｱ･ｻﾎﾟｰﾄの意味：「仲間や友だち同士が、おたがいに支え合い、助け合う」○そのために大切な２つのこと：「自分を大切にする」「周りの人を大切にする」
○中１の目標：「クリティカル・シンキングができるようになろう！」
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	2．目標や流れの説明(2)
	
	テーマ：「クリティカル･シンキングって何？」
目標：自分の思考の仕方を振り返ろう！
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	3．活動1 (15)あなたなら
どうする!?
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	復習：予告プリントの復習２　
○クリティカル：「批判的な」「厳密な」「ていねいに」という意味　
○シンキング　：「考えること」｢思考｣「判断」という意味。
○クリティカル・シンキング：
「物事をていねいに考え、判断すること」
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	[image: image15.emf]ステップ１．自分の主張の結論を言う  

ステップ２．結論の理由を言う  

ステップ３．相手にも意見を聞く  


	・自分は日頃どんなふうに物事を考え、判断しているだろうか。
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	・それぞれの場面を読んで、もし自分が主人公だったらこのようなとき、どう考えるか。自分の考えに最も近いと思う記号を1つ選んで、○（丸）をつけよう。
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　例題(場面1) 
	　 　　

	
	
	・集計して、自分の思考パターンの特徴を知る。
	

	
	
	Ａ攻撃パターン＝ライオン：自分の考えや意見が最も正しいと考え、一方的に「あいつが悪いんだ!!」「あの子はおかしい!」などと、相手を完全否定する。どうにかして、相手を納得させようとする。そのためなら、行動が少し乱暴になっても仕方ない…。
Ｂ遠まわしの攻撃パターン＝キツネ：ライオンパターンと同様に、自分の考えや意見が正しいと考える。ライオンとの違いは、相手に自分から積極的には攻撃しないこと。代わりに相手と話すことを避けたり、お世辞や嫌味っぽいことを言ったりして、なんとなく感じ取ってもらおうとする。
Ｃ受け身パターン＝ヤギ：自分よりも相手の感情を第一にして、自分の本当の考えは抑えたり、隠したりする。「自分が悪いんだ」「自分さえ我慢していれば、この問題はうまくいくだろう」などと考える。
Ｄ事実を追及するパターン＝フクロウ
（小６ピアでは「上手な自己主張パターン」として学習。中学校では、レベルを上げて「事実を追求するパターンと覚えます」と説明を。）
物事をよく調べ、様々な角度から丁寧に考えた上で、自分の考えや感情を自覚。それを相手に押し付けず、相手の考えや感情も受け容れるようにする。自分の疑問や感情は大切にするが、起こった事実は正確にとらえて、偏らずに行動する。
	

	4．活動2 (21)
その後は
どうなる？
	
	・表面的には笑顔でいても、頭の中ではいつもその思考パターンばかりをしていると、自分と相手の人間関係はどうなっていくだろうか？
・場面１を例にして、それぞれの思考パターンの
その後を予想して話し合ってみよう。

	
　　 　　

	
	
	・予想して書き出したことを発表する。

	

	
	
	・4つパターンの中では、フクロウの「事実を追求するパターン」が最もよい人間関係を生み出す可能性が高いようだ。それはなぜか？
・フクロウのような考え方と、それ以外のライオン、キツネ、
ヤギの考え方の違いは何か？
	

	
	
	・フクロウ以外の3つの考え方のパターンの共通点

　起こったことについて、
よく調べたり考えたりしないで、
思い込みや推測で行動している
・フクロウの考え方のパターン
思い込みや推測ではなく、
｢事実｣を探し出そうとしている
· このフクロウパターンの思考こそが「クリティカル・シンキング!!」
· 次回からフクロウの考え方を学んでいくことを予告する。
	

	5．まとめ(3)
	
	・フクロウ以外の3つの考え方のパターンの共通点
　⇒「思い込み・推測」で行動する。
・フクロウの考え方のパターン　　 ⇒「事実」を探ろうとする。
	
　　 　　

	6．振り返り用紙記入(4)
	
	・各自で本時を振り返り、振り返り用紙を記入する。
	
　　 　　


	
	 eq \o\ac(□,1)　クリティカル・シンキングって何？
	 eq \o\ac(□,2)　思い込みは禁物！冷静に分析しよう。

	
	 eq \o\ac(□,3)　なぜそう思ったの？
	 eq \o\ac(□,4)　事実かな？話して確かめよう。


	ねらい

展開
	１．物事をいろいろな角度から思考するための３つのステップを学ばせる。
２．自分の感情を引き起こしているあらゆる物事を見つめ、「事実」と「思い込み･推測」に
分類できるようにさせる。
３．私たちの思考では、事実より思い込みや推測の方が多いことに気付かせる。

	活動項目
(所要時間)
	
	活動内容

	準備物

	1．導入 (5)
	
	復習：第1セッションキーワード等
○中１の目標：「クリティカル・シンキングができるようになろう！」
○ライオン、キツネ、ヤギの思考の共通点は？
：「思い込みや推測で行動している」

○フクロウ思考の特徴は？：「事実を探し出そうとする」
導入：本時から、フクロウが行っているクリティカル･シンキングを、
詳しく学習する。
	

	2．目標や流れの説明(1)
	
	テーマ：「思いこみは禁物！冷静に分析しよう」
目標：物事を「事実」と「思い込み・推測」に分けられるようになろう！
	

	3． ｸﾘﾃｨｶﾙ･
ｼﾝｷﾝｸﾞの3つ

のｽﾃｯﾌﾟを
知ろう(5) 
	
	・クリティカル・シンキングをするときの心構えを知る。
⇒「ストップ＆シンク！」（立ち止まって、考えよう！）
・クリティカル・シンキングのステップ1，2をさらりと知らせ、本時はステップ3を練習することを伝える。
クリティカル･シンキングの３つのステップ
ステップ1 行動する前に、自分はどんな感情か考える
ステップ2 その感情は、どんなことによって起こったかを考える
ステップ3 そのことを、「事実」と「思い込み･推測」に分ける

	

	4．活動 (31)
出来事を
分けてみよう
	
	・前回の授業にも出てきた
題材を確認。
· ｽﾃｯﾌﾟ１と2を指導者が提示。
ステップ1「感情」は？⇒「怒り」「悲しみ」「驚き」「不安」
ステップ2「どんなこと」？
1 Ａ君が、Ｂ君にばらした。
2 Ｂ君が、自分の数学の点数が悪いことを知っている。
3 みんなに馬鹿にされる。
4 Ａ君は、自分との約束を破った。
5 みんなが、自分の数学の点数が悪いことを知っている。
6 自分は、Ａ君に数学のテストが悪かったことについて話した。
7 Ａ君は、自分のことを嫌っている。
8 Ｂ君が、自分に「テストの点数が悪かったんでしょ」と言ってきた。

	

	
	
	・ステップ3のルールを知る。

１）｢事実箱｣には、

事実EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(・・),だけ)を入れることが
できる。
２）事実以外はすべて、｢思い込み・推測箱｣に入れる。
思い込み･推測とは、

証拠ははっきりしない

けれど「きっとこうじゃ

ないかな？」と自分が
信じていること。

・①～⑧のことは、事実か思い込み・推測か？
3分間、まずは1人で考えてみよう。
· 今度はグループで話し合って考えてみよう。
＊話し合うときは、結論だけ言うのではなく、なぜそう思うのか理由も言い、他の人に意見も求めるように（小6のピアの応用）。
・全体シェアリング（①~順に事実か思い込み推測か、確認していく）
	

	
	
	全体シェアリング・コツ　②はクラスの中で意見が分かれているはずである（活動中に机間巡視し、分かれるように声かけする）。②については、それぞれの意見を発表させ、議論させる。
1） まず「事実」に入れた生徒を指名し、その理由を尋ねる。
2） 次に「思い込み・推測」に入れた生徒を指名し、理由を尋ねる。
3） 『「事実」には誰が見ても本当だと言えることしか入ることができず、それ以外は全て「思い込み・推測」に入る』という前提条件を、もう一度確認する。
4） Ｂ君は、自分のテストの点を「知っている」かもしれないが、「あてずっぽうで言っただけ、あるいはみんなにそう言っている」という可能性もある。「かもしれないこと」は「推測」である。

5） さらに、②に関連して⑧を取り上げ、比べさせるとわかりやすくなる。

· 「事実」と「思い込み・推測」を正しく区別できるようになれば、トラブルを未然に防ぐことが可能かもしれない。
	

	
	
	（課題の正解　事実：②⑧　思い込み・推測：①③④⑤⑥⑦）
	

	5．まとめ(3)
	
	・ステップ３のキーワードを確認。⇒「事実」「思い込み・推測」
	

	6．振り返り用紙記入(5)
	
	・各自で本時を振り返り、振り返り用紙を記入する。
	


	
	 eq \o\ac(□,1)　クリティカル・シンキングって何？
	 eq \o\ac(□,2)　思い込みは禁物！冷静に分析しよう。

	
	 eq \o\ac(□,3)　なぜそう思ったの？
	 eq \o\ac(□,4)　事実かな？話して確かめよう。


	本時の目的

展開
	１．自分の感情は何が原因で起こったかを考えさせる。
２．クリティカル･シンキングの3つのステップを踏んで、物事を冷静に分析できるように
させる。 

	活動項目
(所要時間)
	
	活動内容

	準備物

	1．導入 (6)
	
	復習：第2セッションキーワード等
○中１の目標：「クリティカル・シンキングができるようになろう！」
○クリティカル・シンキングの心構え「ストップ＆シンク」
○ステップ3：そのことを、「事実」と「思い込み･推測」に分ける

導入：本時は、ステップ１、２を学習する。
	

	2．目標や流れの説明(2)
	
	テーマ：「なぜそう思ったの？」
目　標：「感情とその原因を探ってみよう」
	

	3．活動 (35)
なぜそう
思ったの？
	
	・プリントを配付し、課題場面を提示。
月曜日 週末(土曜日)、Cさんと遊ぶ約束をした。
金曜日 Cさんに断られた。理由は聞かなかった。
約束をしていたはずの土曜日 なんと、Cさんが別の友だちDさんと一緒にいるところを見てしまった!!
ｽﾃｯﾌﾟ1「行動する前に、自分はどんな感情か考える」
「CさんとDさんが一緒にいるところ見てしまったとき」の感情を考える。

・全体シェアリングする。
ｽﾃｯﾌﾟ2「その感情が、どんなことによって起こったかを考える」
コツ１.自分が目で見ていること、起こっていることを書き出す。
例：①Cさんが、今、街にいる。
＊見えていることを書く。そこに感情・思い・願い、などは入れてはいけない。
コツ２.自分の感情をかき乱していると考えられることを書き出す。
　例：②Cさんは、自分ではなくDさんを遊び相手に選んだ。
＊今、自分が悔しかったり、腹が立ったりしているのはなぜか？
感情・思い・願いが入っても構わないので、たくさん書き出す。
コツ３.自分の感情をかき乱していると考えられることとは反対のことを考えて書き出す。
例：③Cさんは、Dさんに強引に（無理やり）誘われている。
＊コツ2で考えた腹が立つことや悔しいことの逆、よい可能性について考える。

・小グループでステップ2を話し合う(15程度)。

・全体シェアリングを行う。
1)「思い込み・推測箱」を発表させる（コツ2，3を使用したもの）。
それは、すべて思い込み・推測であるが、それでよい。
回答例○Cさんは、自分を裏切った。
　　　　○Cさんは、自分よりDさんが好き。
　　　　○Cさんは、嘘をついた。
　　　　○Cさんは、嫌なやつだ。
○CさんとDさんは、私へのプレゼントを購入しに来ている。
○CさんとDさんは、偶然そこで会っただけ。
2)「事実箱」を発表させる（コツ1を使用したもの）。
回答例○自分と、Cさんと、Dさんが、街にいる。
○自分が街でCさんとDさんが一緒にいるところを見た。
　　　　○自分は昨日まで、Cさんと一緒に遊ぶ約束をしていた。
　　　　○Cさんが遊べなくなった理由を聞いていない。
・考えた“こと”の中に「これを思いつくことができたら、自分の気持ちが少し楽になるかな」と感じられるものはないだろうか。
⇒「CさんとDさんは、私へのプレゼントを購入しに来ている。」や
「CさんとDさんは、偶然そこで会っただけ」はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(・・),良い)「思い込み・推測」。

・「思い込み」や「推測」というのは、大抵悪い方へ偏りがちだが、よい思い込みや推測を考えつくことができると、心のバランスが回復する。心のバランスをとることは、その後の行動を決めていく上で、大事なことである。

	

	4．まとめ(3)
	
	・ステップ1のキーワード　　⇒「感情」
・ステップ2のキーワード　　⇒「こと」
	
　　 　　

	5．振り返り用紙記入(4)
	
	各自で本時を振り返り、振り返り用紙を記入する。
	
　　 　　


	
	 eq \o\ac(□,1)　クリティカル・シンキングって何？
	 eq \o\ac(□,2)　思い込みは禁物！冷静に分析しよう。

	
	 eq \o\ac(□,3)　なぜそう思ったの？
	 eq \o\ac(□,4)　事実かな？話して確かめよう。


	ねらい

展開
	１．よい人間関係を作っていくためには、自分の中で曖昧な感情やその原因となっている
ことについて、相手に確かめてみる必要性があることを理解させる。
２．人間関係において真実を追究するために、自分で考えたことが事実であるかどうか、
相手に確かめることができるようにさせる。 

	活動項目
(所要時間)
	
	活動内容

	準備物

	1．復習＆導入 (5)
	
	復習：第3セッションキーワード等
○中１の目標：「クリティカル・シンキングができるようになろう！」
○クリティカル・シンキングの心構え「ストップ＆シンク」
○ステップ1：行動する前に、自分がどんな感情か考える

○ステップ2：その感情は、どんな出来事によって起こったのか考える

○ステップ3：その出来事を、「事実」と「思い込み･推測」に分ける
導入：ｸﾘﾃｨｶﾙ･ｼﾝｷﾝｸﾞの3ｽﾃｯﾌﾟをうまくしたとしても、気持ちまではすっきりしないことが多い。そんなときは言葉によるコミュニケーションを通して解決を試みていかなくてはならない。
	

	2．目標や流れの説明(2)
	
	テーマ：「事実かな？勇気を出して確かめよう！」
目　標：「自分の考えていることを冷静に相手に話せるようになろう！」
	


	3．活動 (34)
勇気を出して
確かめよう！
	
	・プリントを配付し、課題場面を提示。
月曜日 週末(土曜日)、Cさんと遊ぶ約束をした。
金曜日 Cさんに断られた。理由は聞かなかった。
約束をしていたはずの土曜日 なんと、Cさんが別の友だちDさんと一緒にいるところを見てしまった!!
⇒「Cさんは、自分よりDさんと遊びたかったのではないか」という『思い込み・推測』を完全に解消することはできていません。そこで、その思い込み・推測が事実かどうか、Cさんに確かめてみることにした！

・上手な自己主張をしましょう。
＊「上手な」とは発言に責任を持ち、相手への思いやりをこめること。
上手な自己主張には3つの柱がある（小6の学習の復習に当たる）。上手な自己主張の3本柱を復習する。
・では、次のような言葉はどうだろうか？（板書する）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちゃんと結論を言って、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理由も言って、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相手に聞いていますが…
・もう少し変えてみましょう。今度はどうだろうか。（板書する）

この中に、事実を確かめる
ための上手な主張の仕方の
コツが２つある。
事実を確かめるときのコツを２つ知ろう
コツ1．ステップ１「自分の主張の結論を言う」では、
決めつけるような言い方「断定形」ではなく、「～かな？」というように、「疑問形」で言うようにするのがコツ。
コツ2．ステップ２「結論の理由を言う」では、
「見たことなどの事実」を言う。
そうすれば相手も誤解せずに聞けるので。
・新しい課題場面の提示。
・この場面で言うべき自己主張の言葉を考える。
・考えた言葉を言うときの言い方（声と体）の留意点も確認する。


・３~４人組で練習＋チェックしてもらう(役割は順番に替える)。





・全体シェアリングする。
○　自己主張の「言葉」はなんと言われたか。　　　　　　
○　難しかったところはどんなところか。
○　丸がつかなかったところはどこか。それは、なぜか。
○　こんなふうに丁寧に話ができれば、どんなよいことがありそうか。
	

	4．まとめ(5)
	
	事実を確かめるときの言葉のコツ
コツ１．一番確かめたいことを、疑問形「～？」で言おう！　
コツ２．理由は自分の目で見たことなど、事実を言おう。
	
　　 　　

	5．振り返り用紙記入(4)
	
	各自で本時を振り返り、振り返り用紙を記入する。
	
　　 　　


×
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○すぐ結論を出さず、自分の最初の受け止め方に疑問をもつ。


○いろいろな可能性を考え、多くの情報を集めようとする。


○集めた多くの知識や情報に基づいて判断をする。





○出来事をよく調べないで、部分的にとらえる。


○「絶対～だ！」と簡単に決め付ける。


○他人の言うことを、そのまま信じる。


○一度決めると、それをなかなか変えられない。
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生徒数

















思い込み・推測箱


・人から聞いただけの話。うわさ。


・目には見えないもの。　・自分だけが感じている感情。


・もしかしたら事実かもしれないが、よく考えてみると、その人が頭の中で考えただけのこと。


・事実以外のもの、ことは全て。











事実箱


・多くの人が自分の目で見て、本当だと確認できること。


・誰でも外から観察できること。


・自分の判断が入っていないこと。























生徒数











×











×











是非、引き出したい回答





是非、引き出したい回答























×











生徒数











感情とは、自分の環境で何かが起こったとき、人の体の内側で起こる、本人にしかわからない、心の動きのこと。


1度に起こる感情は1つとは限らない。いろいろあるはず。








� eq \o\ac(○,例)� 嬉しい、複雑、困る、


不安、悔しい、シュン、


怒り、なげやり、有頂天























昨日、もしかしてDさんと遊んでた？


たまたま街で見かけたんだけど。


見間違いかな？





昨日、Dさんと遊んでたでしょ。


Ｃさんって、裏切り者だからね！


そうでしょ？？？





生徒数
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言う人





観察者(チェックする人）





言われる人（Aさん）
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